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　この報告書は，国道２６７号道路改良事業に伴って，平成１７年度に実施した陣之尾

遺跡の発掘調査の記録です。

　この遺跡は，大口市篠原に所在し，縄文時代早期から中・近世にわたる遺構・遺

物が発見されました。特に，注目されるものとしては，縄文時代早期の耳栓状土製

品（土製耳飾り）が２点出土したことと，古墳時代の地下式横穴墓が１基検出され

たことです。これは，それぞれの時期における地域性を語る上で貴重な発見となり

ました。

　本報告書が，県民の皆様はじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対する関心

と御理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たり御協力いただいた県大口土木事務所をはじめ，大口市の関

係部局，関係各機関並びに発掘調査に従事された地域の方々に厚くお礼申し上げま

す。

　　平成２１年１月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長　宮原　景信

序　　　文
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陣之尾遺跡

　陣之尾遺跡では縄文時代早期から中・近世までの遺構・遺物が発見された。縄文時
代早期の耳栓状土製品（土製耳飾り）が２点出土した。
　古墳時代の遺構は，地下式横穴墓が検出された。この地下式横穴墓は，竪穴上面を
塞ぐために板石を用いており，当地方の特徴を備えている。なお，副葬品等は出土し
なかった。

遺跡の概要
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１　本書は，国道２６７号道路改良事業に伴う陣之尾遺跡の発掘調査報告書である。

２　本遺跡は，鹿児島県大口市篠原に所在する。

３　発掘調査は，鹿児島県大口土木事務所から依頼を受け，平成１６年度に大口市教育委員会が確認

調査を，平成１７年度に鹿児島県立埋蔵文化財センターが本調査を実施した。

４　整理作業及び報告書作成は，平成２０年度に鹿児島県立埋蔵文化財センターが実施した。

５　遺物番号については．通し番号とし，本文・挿図・図版の番号は一致する。

６　挿図の縮尺は，各図面に示した。

７　本書で用いたレベル数値は，海抜絶対高である。

８　発掘調査における図面の作成，写真の撮影は，日�正人・國師洋之が行った。

９　遺構実測図のトレースは，國師洋之が行った。土器及び石器の実測・トレースは，整理作業員

の協力を得て國師洋之が行った。

１０　遺物の写真撮影は，西園勝彦が行った。

１１　巻頭カラーで示した，大口城跡については，鹿児島県埋蔵文化財報告書（４３）「鹿児島県の中

世城館跡－中世城跡調査報告書－」の分布図４を参考に，「国土画像情報（カラー空中写真）」

（国土交通省）の写真に破線で示したものである。

１２　本書の執筆，編集者は次のとおりである。

　　第Ⅰ章　國師洋之，吉井秀一郎，井口俊二　　　第Ⅱ章　吉井秀一郎，國師洋之

　　第Ⅲ章　國師洋之，井口俊二　　　　　　　　　第Ⅳ章　國師洋之，吉井秀一郎

　　第Ⅴ章　國師洋之，吉井秀一郎

１３　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する計画である。なお，陣之尾

遺跡の遺物注記の略号は「ジン」である。
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序文

報告書抄録

遺跡位置図

例言
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　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るため，各開発関係機関との間で，事業区域内

における文化財の有無およびその取り扱いについて協議し，諸開発との調整を図っている。

　鹿児島県土木部道路建設課（大口土木事務所）（以下，土木部）は，大口市内に計画した国道２６７

号線道路改良事業に先立って，対象地内における埋蔵文化財の有無について鹿児島県教育庁文化財

課（以下，文化財課）に照会した。

　これを受けて，文化財課は平成１３年度に分布調査を実施した。分布調査の結果，事業区内に，里

町遺跡，陣之尾遺跡，芳ヶ迫遺跡が確認された。そこで，土木部，文化財課，県立埋蔵文化財セン

ター（以下，埋文センター）の三者で協議を行い，陣之尾遺跡の遺跡範囲と性格を把握するために，

確認調査を実施することとなった。

　確認調査は，大口市教育委員会が担当し，陣之尾遺跡の西側約８，９００�を調査対象とした。調査

は，平成１６年１２月２５日から平成１７年１月１７日まで実施し，約７００�の範囲に遺跡が残存しているこ

とが確認された。

　そこで，土木部，文化財課，埋文センターは再度協議し，当事業区域内では現状保存や設計変更

が不可能なことから，記録保存のため本調査を実施することとなった。

　本調査は平成１７年５月１６日から６月２８日まで，約７００�を対象として，埋文センターが担当した

（実働２８日）。

　整理作業及び報告書作成作業は，平成２０年度に埋文センターにおいて行った。
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　　事業主体者　　　鹿児島県土木部道路建設課

　　調査主体者　　　大口市教育委員会

　　調査責任者　　　　　　　　　〃　　　　　　　教 育 長     　若松　修身
　　　　　　　　　　　　

　　調査企画者　　　　　　　　　〃　　　　　　　生 涯 学 習 課 長        　内山　和行
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習課文化財係長            　中島　　修
　　　　　　　　　　　　

　　調査担当者　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習課文化財係主事             　中村　守男
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習課文化財係主事補　益満　亮太

　　調査指導者　　　鹿児島県教育庁文化財課　　文 　 化 　 財 　 主 　 事           　堂込　秀人
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　　事業主体者　　　鹿児島県土木部道路建設課

　　調査主体者　　　鹿児島県教育委員会

　　調査企画調整者　鹿児島県教育庁文化財課

　　調査責任者　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター                　所　　　　　　　　　　長　上今　常雄
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　　調査企画者　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター                　次 長 兼 総 務 課 長
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　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　次 長 兼 調 査 第 一 課 長           　新東　晃一
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主任文化財主事兼調査第一課第一調査係長　池畑　耕一

　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事         　中村　耕治
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　　事務担当者　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　主 幹 兼 総 務 係 長         　平野　浩二
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主　　　　　　　　　　事　福山恵一郎
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　　事業主体者　　　鹿児島県土木部道路建設課

　　調査主体者　　　鹿児島県教育委員会

　　調査企画調整者　鹿児島県教育庁文化財課

　　調査責任者　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所　　　　　　　　　　長　宮原　景信

　　調査企画者　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　次 長 兼 総 務 課 長         　平山　　章
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　次　　　　　　　　　　長　池畑　耕一

　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主任文化財主事兼調査第一課第一調査係長　長野　眞一

　　整理担当者　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　文 化 財 主 事       　吉井秀一郎
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　井口　俊二

　　事務担当者　　　鹿児島県立埋蔵文化財センター　総 務 係 長      　紙屋　伸一
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　主　　　　　　　　　　事　鳥越　寛晴

　　企画委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國師　洋之

　　報告書作成検討委員会　　平成２０年８月８日　　所長ほか　　　　　　　　　８名

　　報告書作成指導委員会　　平成２０年７月３０日　　池畑次長ほか　　　　　　　５名
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　発掘調査の環境整備（樹痕伐採・道具の搬入・テント及びトイレの設置）。トイレの耐風対策。

重機の設置。グリッド杭打ち。Ⅱ層掘り下げ。遺物取り上げ。
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　Ｂ・Ｃ－３・４区の溝状遺構の完掘及び平板実測。Ｃ・Ｄ－６・７区の溝状遺構の完掘及び平板

実測。Ⅲ層掘り下げ。トレンチ配置図作成。遺物取り上げ。
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　Ｃ・Ｄ－６・７区の溝状遺構の断面写真撮影。１４・１５トレンチの下層確認。Ｂ・Ｃ区遺物出土状

況写真撮影及び平板実測。グリッド杭の打ち直し。Ｂ・Ｃ－５区のⅢ・Ⅳ層遺物出土状況写真撮影。

Ｂ・Ｃ－５・６区及びＢ・Ｃ－２・３区の遺物取り上げ。
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　地形コンター測量。１４トレンチ～１６トレンチの掘り下げ。Ｂ－１～４区のセクションベルト断面

精査。Ｃ－６区石鏃検出状況写真撮影及び取り上げ。Ⅳ層掘り下げ。Ｂ－６区Ⅳ層上面で耳栓が出

土。Ｃ・Ｄ－６・７区で３号集石検出。６月１１日（土）に現地説明会を開催（参加人数１０１人）。
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　Ｂ・Ｃ－１～３区のⅢ・Ⅳ・Ⅴ層掘り下げ及び遺物取り上げ。２号～５号集石の検出状況写真撮

影及び実測。１４トレンチ遺物取り上げ。
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　Ｂ・Ｃ－７区Ⅳ・Ⅴ層の遺物出土状況写真撮影及び取り上げ。１５・１６トレンチ土層断面図作成。

プレハブ事務所，作業員詰所，倉庫の撤収。遺跡周辺の環境整備。

����������	���
����

　Ｂ－２区において地下式横穴墓を検出。写真撮影及び実測。Ｂ－２区土坑とＣ－３区土坑の写真

撮影及び実測。セクションベルト土層断面図作成。Ⅳ・Ⅴ層遺物取り上げ。

【現地説明会での発掘体験】
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　大口市は鹿児島県の最北部に位置し，北は熊本県水俣市・人吉市，東は宮崎県えびの市，南東部

は菱刈町，南部はさつま町，西部は出水市と接し，大口盆地を形成している。昭和２９年に，旧伊佐

郡の大口町，山野町，羽月村，西太良村が合併し大口市として市制を施行し，昭和３５年には伊佐郡

菱刈町市山の一部を編入している。面積は２９２．１５�，人口は約２．１万人（平成１９年度）を数える。

　大口盆地は，東に霧島山系，西に矢筈山及び上場高原，南に鳥帽子岳山系，南西に紫尾山系，北

に国見山，間根ケ平山系囲まれている。このように四方を山地に囲まれ，最低海抜高度１００ｍ，平

均海抜高度１８０ｍの高地に位置しているので，鹿児島県内のほかの地域に比べて内陸的な気候を示

し，冬は寒く夏は日中暑いことが多い。

　また，盆地中央部は，羽月川，水之手川，牛尾川等の中小河川が山地から流入し，川内川に合流

している。市の南東部で曽木の滝を下り，大鶴湖（鶴田ダム人工湖）に流入している。この川の浸

食と堆積によって，沖積低地や河岸段丘が形成されている。流域では，稲作が盛んで，県内有数の

水田地帯である。盆地中央部と山地の間，そして南部には，入戸火砕流堆積物によるシラス台地が

広がっている。

　陣之尾遺跡は，大口市街地東方の陣之尾地区にある。この地区は北から延びる舌状丘陵の南端付

近に位置し，標高は約２２０ｍである。また，台地上は畑地として耕作に利用され，ゆるやかな斜面

部分は林地となっている。地区の東方、西方ともに，田地がひらけている。

　県境の久七峠から大口市街へ国道２６７号線が走り，このバイパスの予定地に本遺跡は位置してい

る。
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　大口地方は，鹿児島県の考古学の先覚者である木村幹夫，寺師見国の両氏らによって，戦前から

精力的な調査が行われた。その結果，縄文土器研究の基礎となった遺跡や，古墳の調査が多数行わ

れている。以下に，大口地方の歴史的環境を時代ごとにみていく。
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　日東遺跡，五女木遺跡，新開原遺跡，小野原遺跡などが確認されている。日東遺跡，五女木遺跡

は，いずれも黒曜石の原産地で，日東遺跡ではナイフ形石器や細石器等が出土し，五女木遺跡では

尖頭器や石核，削器等が採集された。
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　手向山遺跡，日勝山遺跡，並木遺跡が所在し，手向山式土器，日勝山式土器，並木式土器は，こ

れらの遺跡を標識としている。
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　大口盆地内には，弥生時代の遺跡が少なく，土器を含む弥生時代の遺物はほとんど出土していな

い。石包丁・磨製石鏃・抉入片刃石斧等が採集されているが，詳細な出土地は不明である。
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　大口市の位置する川内川上流域は，古墳の密集地帯として知られているが，前方後円墳などの高

塚古墳，いわゆる畿内型古墳は存在しない。本県を含む南九州において，畿内型古墳の分布は，薩

摩半島側の出水郡長島町や阿久根市に分布している以外は，大隅半島側の志布志湾沿岸の肝属平野

に集中するという特徴がみられる。大口市では，瀬ノ上遺跡，平田遺跡等から，地下式板石積石室

墓，地下式横穴墓が数多く確認されている。地下式板石積石室墓は，川内川流域から熊本県南部ま

で広く分布し，地下式横穴墓は宮崎県から大隅地方・北姶良・伊佐に限定して分布している。この

ように，大口地方は，東シナ海側に分布する地下式板石積石室墓と太平洋側に分布する地下式横穴

墓の分布が重なり合っているところに大きな特色があることがわかる。平田遺跡では地下式板石積

石室墓が１４０基，瀬ノ上遺跡では地下式板石積石室墓が３基と地下式横穴墓が１１基，成就寺地下式

横穴群では２基が確認されている。

　また，南九州には，他にも特徴のある独自の埋葬形態が存在している。立石土坑墓である。また，

下ノ原Ｂ遺跡では，竪穴住居跡が確認されている（平成１９年度埋蔵文化財センター業務報告会資

料）。
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　早くから火葬墓（蔵骨器）が発見されている。鳥巣遺跡では，２個体の須恵器壺を利用した火葬

墓が発見された。荻原遺跡，斧トキ遺跡，原田遺跡でも須恵器の火葬墓が発見されている。
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　大口という地名の起こりについては，諸説があり明らかにすることは難しいが，文献史料（『太

秦氏誠忠録、』，『両院古雑徴』，『日新菩薩記』，『求麻外史』等）に，「大口」の文字を見て取れるの

で，大口という地名は１５００年頃を境に使われていることが推察される。

　大口城は，「牛山城」または「牟田口城」ともいい，鎌倉時代，南北朝時代，室町時代の戦乱の

間に居城とする者も，大口地方に置かれた牛屎院を領していた牛屎氏，島津氏（忠明），菱刈氏と

代わっている。

　また，島津貴久，義久，義弘による薩摩・大隅・日向の三州統一の過程で，貴久は，永禄十年

（１５６７）に大口城の菱刈隆秋を攻め，隆秋は人吉の相良氏に救いを求めたが敗れ，島津義弘の軍門

に下り，曽木に移った。代わって，島津氏の支族の，新納忠元が地頭として大口城に入っている。

　忠元は，秀吉による九州征伐（天正十四年，十五年）の際には，島津義久，義弘が秀吉の軍門に

下った後も大口城に拠って，容易に和議に応じず，秀吉が派遣した石田三成と伊集院忠棟による下

城の勧告にも応じなかったが，義久，義弘の遣わした使者のすすめにより，「天正十五年五月二十

四日秀吉の先鋒曽木に進む。二十五日秀吉大隅を義弘に，日向諸県郡を久保に与える。二十六日秀

吉曽木に進む。新納忠元来て拝謁。二十七日秀吉薩摩を去り肥後に帰る」（川内市史）とあるよう

に，ようやく下城を決断して秀吉に謁見している。よって，大口市内には太閤秀吉にまつわる伝承

も数多く残っている。

　江戸時代の薩摩藩では，藩内を城下（内城　鹿児島）と外城に分けて配置し，城下に居住してい

る武士を城下士，または家中と呼び，地方の外城に居住する武士を外城衆中（のちに郷士）と呼ん

でいた。藩の直轄地には地頭が置かれ，初期は任地に赴き政を執り行っていたが，藩の中央集権の
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制度が整うにつれて，鹿児島城下に居住し藩の役目を務め，任地には地頭代を置いていた。大口地

方は藩の直轄地であったので，大口地頭，羽月地頭，山野地頭，曽木地頭が置かれていた。

　また，昭和５５・５６年に中世の山城である平泉城が調査された。堀，曲輪，掘立柱建物跡などの遺

構が検出され，多量の陶磁器，古銭，釘，石臼などの遺物が出土している。考古資料と文献史料が

おおよそ一致しており，鹿児島県の中世城館跡の研究の貴重な資料となっている。
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鹿児島県大口市教育委員会１９８２「平泉城跡」『大口市埋蔵文化財発掘調査報告書』１

鹿児島県大口市教育委員会１９８６「瀬ノ上遺跡・平田遺跡」『大口市埋蔵文化財発掘調査報告書』５

鹿児島県大口市教育委員会１９８７「島巡遺跡」『大口市埋蔵文化財発掘調査報告書』６

鹿児島県大口市教育委員会１９９０「松尾山遺跡」『大口市埋蔵文化財発掘調査報告書』７

鹿児島県大口市教育委員会１９９９「郡山遺跡」『大口市埋蔵文化財発掘調査報告書』１４

鹿児島県大口市教育委員会２００６「関白陣跡，里町遺跡」『大口市埋蔵文化財発掘調査報告書』２６

鹿児島県教育委員会１９９９『北薩・伊佐地区埋蔵文化財分布調査報告書（Ⅷ）大口市（一部）・菱刈町』

鹿児島県教育委員会２００５『先史・古代の鹿児島』

大口市郷土誌編さん委員会１９９９『大口市郷土誌』上巻

寺師見国１９５７「鹿児島県の地下式土壙」『鹿児島県文化財調査報告書』４

調査風景
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備考遺物等時代地形所在地遺跡名番
号

県埋文報�中世（南北朝～戦国期）台地大口市
牛尾牛尾城跡１

平成９年度北薩・伊佐分布調査押型文・曽畑式・塞ノ神式・阿
高式・石斧・石鏃・飾玉・石匙縄文（早・前・中）丘陵大口市

山野小木原日勝山日勝山２

土器・黒曜石縄文，古墳台地大口市
牛尾小城小城３

押型文・塞ノ神式・阿高式・出
水式縄文（早・前・中・後）丘陵大口市

牛尾・牛尾小学校牛尾小学校４

平成９年度北薩・伊佐分布調査土器・黒曜石縄文台地大口市
牛尾木崎原木崎原５

『考古学雑誌』２２－１０押型文・轟式・塞ノ神式・石
匙・石斧・石鏃縄文（早・前）丘陵大口市

牛尾木崎原木崎原６

中世城跡，平成５年調査，市埋
文報�

ナイフ形石器・細石器・塞ノ神
式・市来式・土師器

旧石器，縄文，中世
（戦国期）台地大口市

郡山郡山城跡７

平成９年度北薩・伊佐分布調査土器・黒曜石縄文台地大口市
大田大儀司大儀司８

平成９年度北薩・伊佐分布調査土器・黒曜石縄文台地大口市
大田軍神ノ上軍神ノ上９

『史前学雑誌』８－６阿高式・出水式縄文（中・後）丘陵大口市
篠原黒岩黒岩１０

篠原氏居城中世（室町）丘陵大口市
篠原城ヶ岡篠原城跡１１

市埋文報�轟式・春日式・阿高式・石槍・
石鏃・飾玉・石匙

縄文（前・中・晩），古
墳，平安丘陵大口市

篠原島巡島巡１２

平成３年分布調査，市埋文報�土器片散布地縄文低地大口市
篠原星ヶ峯１３

塞ノ神式縄文台地大口市
下青木字星ヶ峯星ヶ峯１４

平成３年分布調査土器片散布地縄文低地大口市
目丸夫婦池１５

平成３年分布調査，市埋文報�土器片散布地古墳～中世低地大口市
目丸東山１６

平成３年分布調査，市埋文報�土器片散布地古墳～中世低地大口市
目丸松之元１７

平成３年分布調査土器片散布地古墳～中世低地大口市
目丸村中村中Ａ１８

平成３年分布調査土器片散布地古墳～中世低地大口市
目丸村中村中Ｂ１９

平成３年分布調査，市埋文報�土器片散布地古墳～中世低地大口市
目丸原之後２０

中世城跡中世（南北朝～戦国期）台地大口市
目丸目丸城跡２１

平成１２年分布調査土器片縄文低地大口市
目丸目丸２２

平成１３年分布調査土器片古墳低地大口市
木ノ氏芳ヶ迫芳ヶ迫２３

本報告書土器片・耳栓・石鏃・石皿・地
下式横穴墓縄文，古墳～中・近世丘陵大口市

篠原陣之尾陣之尾城跡２４

県埋文報�地下式横穴・鉄鏃・人骨片・鉄
剣古墳台地大口市

里成就寺
成就寺
地下式横穴２５

別称「大口城」「牟田口城」中世（鎌倉）丘陵大口市
里上ノ馬場牛山城跡２６

『史観』第７冊，平成１２年分布
調査で範囲拡大重弧文・須恵器弥生（後），古墳低地大口市

里町里町２７

『考古学雑誌』２６－６地下式板石積石室・鉄鏃古墳低地大口市
大田横手町

大田
地下式横穴２８

平成１２年分布調査，市埋文報�土器片縄文低地大口市
大田黒岩黒岩２９

『考古学雑誌』２６－６
市埋文報��

地下式横穴・鉄鏃・人骨片・鉄
剣古墳台地大口市

里諏訪山
諏訪野
地下式土壙３０

市埋文報�弥生土器・勾玉・棗玉・管玉・
地下式横穴・須恵器・土師器弥生，古墳台地大口市

原田忠元丘
忠元神社
附近３１

平成２年分布調査古墳低地大口市
原田原田３２

平成１２年分布調査土器片縄文台地大口市
原田丸尾山丸尾山３３
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　確認調査は，分布調査の結果をもとに，改修事業分の用地買収が完了している，陣之尾遺跡の西

半分，約８，９００�の範囲について実施した。確認トレンチを１３箇所設置し，遺構と遺物の包含層の

有無を確認した。確認トレンチは２×６ｍの広さを基本とし，基盤層のシラス層まで掘り下げた。

　調査の結果，１・２・３トレンチから，縄文時代のものと思われる遺物が出土し，２トレンチか

ら，遺構も検出された。よって，遺跡の範囲は西側に限定され，範囲は約７００�であると判断した

（第３図）。
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　確認トレンチの調査結果を第２表に示した。
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備考包含層までの深さ包含層の厚さ検出遺構・出土遺物層トレンチ

６０�６０～８０�縄文土器・黒曜石剥片Ⅱ・Ⅲ１トレンチ

集石遺構（Ⅲ層）６０�６０～８０�集石遺構２基・縄文土器・黒曜石剥片Ⅱ・Ⅲ２トレンチ

６０�６０～８０�黒曜石剥片等Ⅱ・Ⅲ３トレンチ

検出・出土なし－－－－４トレンチ

検出・出土なし－－－－５トレンチ

検出・出土なし－－－－６トレンチ

検出・出土なし－－－－７トレンチ

検出・出土なし－－－－８トレンチ

検出・出土なし－－－－９トレンチ

検出・出土なし－－－－１０トレンチ

石鏃１点－－－表１１トレンチ

検出・出土なし－－－－１２トレンチ

検出・出土なし－－－－１３トレンチ

���������

現在山林地であるが，以前畑等で開墾された痕跡有り。���������������

アカホヤ火山灰土。上部には縄文時代の遺物を含む。�����������

縄文時代早期の遺物包含層である。上部はやわらかいが下部は固

くしまっている。

���������������

※　確認調査と本調査時の土層区分は同一ではない。������
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　遺物は主に，Ⅲ層（黒色土）から出土した。しかし，若干ではあるが，Ⅱ層（黄褐色土）からも

出土している。取り上げ点数は合計３７点で，１トレンチから６点，２トレンチから２５点，３トレン

チから６点である。

　また，２トレンチでは，Ⅲ層黒色土中から縄文時代早期のものと思われる集石を２基検出したが，

掘り込みは確認できなかった。

��������	

　　　１号集石は，三日月状に散らばる状態で，

５～１０�の円礫が２０個ほど集まっており，礫

表面は熱を受けたためか赤く変色していた。

　　　２号集石は，２トレンチ北側壁面近くに一

部が露出した状態で検出されたため，本調査

で完掘した。

��������	
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��

　Ⅲ層黒色土中から，出土した３７点の内，土器片を６点，石器・剥片類を１０点，Ⅰ層黒色土中から

出土した石器を１点，図化した。

　１・２は，１トレンチから出土した。表面には貝殻刺突文による横位・縦位・斜位の文様と炭化

物の付着があった。

　３～６は，２トレンチから出土した。３は表面に横位の沈線があり，４・６は山形押型文の土器

片である。
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－１５－
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－１６－

　７，８は，１トレンチから出土した剥片で，日東系黒曜石を素材としている。９は，打製石鏃で，

１０～１４は，２トレンチから出土した剥片，１５・１６は３トレンチから出土した剥片である。１７は１１ト

レンチから出土した大型石鏃で石材はチャートである。

　
【注】本稿は，国道２６７号線道路改築に伴う埋蔵文化財調査概要報告書　－陣之尾城跡－』（２００５　大口市教育委員会）をもとに

まとめた。

���������
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備考
注記

番号
胎土

色調調整・文様
出土区・層型式器種

図

番号

挿図

番号 内外内外

炭化物付着４長石，金雲母，砂礫にぶい黄橙灰黄ナデ貝殻腹縁刺突１Ｔ・Ⅲ下剥峰式深鉢１

８

炭化物付着１，６長石，金雲母，砂礫にぶい黄橙灰黄ナデ貝殻腹縁刺突１Ｔ・Ⅲ下剥峰式深鉢２

１１長石，角尖石，雲母，砂
礫赤褐赤褐ナデ沈線２Ｔ・Ⅲ塞ノ神式深鉢３

３長石，石英，角尖石，砂
礫赤褐赤褐ナデ山形押型文２Ｔ・Ⅲ押型文深鉢４

３長石，石英，角尖石，砂
礫赤褐にぶい黄橙ナデ山形押型文２Ｔ・Ⅲ押型文深鉢５

６，１３長石，石英，砂礫赤褐にぶい黄橙ナデ条線２Ｔ・Ⅲ不明深鉢６

備考
注記

番号

重量
（ｇ）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材出土区・層器種

図

番号

挿図

番号

５３０．１１．３４．２５．９黒曜石（日東）１Ｔ・Ⅲ剥片７

９

１２１．９０．６２．２１．５黒曜石（日東）１Ｔ・Ⅲ剥片８

２００．７０．４１．４２．２黒曜石２Ｔ・Ⅲ打製石鏃９

１９３．６０．８２．４２．０黒曜石（日東）２Ｔ・Ⅲ二次加工剥片１０

２４０．３０．２１．０１．９チャート２Ｔ・Ⅲ剥片１１

２２．４０．５１．７３．３チャート２Ｔ・Ⅲ剥片１２

７０．９０．４１．８１．９チャート２Ｔ・Ⅲ剥片１３

２１．４０．６２．７１．６黒曜石（桑ノ木津留）３Ｔ・Ⅲ剥片１４

４５．３１．１３．４１．８ギョクズイ３Ｔ・Ⅲ剥片１５

５５．２１．０２．７１．８ギョクズイ３Ｔ・Ⅲ剥片１６

１６．２０．７２．０５．８チャート１１Ｔ・Ⅰ打製石鏃１７
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　確認調査での成果を基に，調査範囲を約７００�と設定した。事業区域内の工事用センター杭２点

を結ぶ線を基準に１０ｍ×１０ｍのグリッドを設定し，北から南へＡ～Ｆ区，西から東へ１～７区の記

号・番号を付けた（第１１図）。

　確認調査の結果，縄文時代までの遺物包含層が確認されていたため，表土を重機で除去した後，

Ⅱ層～Ⅴ層までを人力で掘り下げた。ただし，包含層が確認されなかった部分や無遺物層について

は，重機を使用して掘り下げを行った。

　検出された遺構については，移植ゴテなどを用いて丁寧に掘り下げた後，写真撮影と実測を行っ

た。また，出土した遺物は，写真撮影や，位置を記録した後，取り上げを行った。
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　基本層序は以下のとおりである。

 

��������	

表土（現耕作土）���������	

��������

鬼界カルデラ起源の火山灰（通称アカホヤ）の二次堆積物

縄文時代前期～後期（約６，０００年～３，０００年）の遺物包含層

���������	
�

縄文時代早期の遺物包含層��������

縄文時代早期の遺物包含層���������	
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約２５，０００年前の姶良カルデラの火山活動による堆積物（シラス）��������
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　縄文時代早期の遺構・遺物が発見された。遺構は，集石が４基検出された。４基とも検出面はⅣ

層である。遺物は，土器・耳栓・石器が出土した。遺物は，Ⅲ・Ⅳ層から出土している。
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　集石は，確認調査で，２基検出されていたため，１・２号とし，本調査で検出された４基を３～

６号とした。なお，１号集石については，確認調査の項で報告済である。
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　Ｂ－２区のⅣ層で検出された。確認調査の際に，一部が２トレンチ北側壁面に露出した状態で検

出されていたため，本調査で完掘することとなった。６０個の礫が２００�×１５０�の範囲から検出され

たが，集石遺構に伴う掘り込み遺構は確認できず，構成礫に１０�～１５�に細片化した石皿が多用さ

れる特徴が特記できる。使用石材は安山岩で，表面の一部は，赤色を呈しているが，被熱に起因す

るか明らかにできない。遺構内からは，打製石鏃が１点と石皿が９点出土した。

　１９は，安山岩２点が接合したもので，表面は若干窪み平滑な磨面が残ることから，石皿の再利用

と判断できる。裏面とも被熱によるものと思われる赤化が認められた。

　２０は，９点の石皿片が接合したもので，３０．２�×２４．７�に復元される。本遺跡から出土した石皿

の中では大きさ・重さとも最大である。接合した９点の中の１点は，Ｂ－２区のⅣ層から出土した

石皿の破片である。２号集石とは約５ｍ離れている。なお，接合した８点は集石遺構の構成礫であ

る。両面に緩やかに窪む摩耗面が残される。なお，明確な被熱痕跡は確認されない。

　２１～２７は，構成礫の中で摩耗面が確認できたもので，石皿の一部を構成していたと見られる。表

裏面とも被熱によるものと思われる赤化が認められた。磨面は表面のみに認められるが，２１～２４は

使用痕が不明確で，２５～２７は使用痕が明確である。
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－２３－
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　Ｂ－３区のⅣ層で検出したもので，２４０�×２５０�の広範囲に３７点が散在して確認された。５～１０

�程の破砕礫が主体で，一部は被熱の可能性もある。なお，安山岩で構成するが，範囲内及び周辺

に掘り込み遺構等は確認できていない。
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－２４－
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　Ｃ－３区，Ⅳ層で検出したもので，直径

１１０�程の範囲に礫５３点を検出している。５３

点は破砕した安山岩の扁平礫で構成し，周辺

を含めて掘り込み遺構は存在しない。
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備考
注記

番号

重量
（ｇ）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材出土区・層器種

図

番号

挿図

番号

５７４０．２７０．２５１．１１．７５ギョクズイＢ－２・Ⅳ石鏃１８

１６

磨面が不明確２号集石１９，４７１６７０６．７５１２．８１５．３安山岩Ｂ－２・Ⅳ石皿１９

磨面が明確
８２７，２号集石
１５，１８，３６，３７，３９，
４５，４６，５２

８４００７．２２４．７０３０．２０安山岩Ｂ－２・Ⅳ石皿２０

磨面が不明確２号集石５４２６６０８．２１４１５．８安山岩Ｂ－２・Ⅳ石皿２１

磨面が不明確２号集石２２１３１０５．５１５．９１１．５安山岩Ｂ－２・Ⅳ石皿２２

磨面が不明確２号集石１７１５００４１０．７２２．９５安山岩Ｂ－２・Ⅳ石皿２３

磨面が不明確２号集石４８１６４０７．３１１．２１４．５安山岩Ｂ－２・Ⅳ石皿２４

磨面が明確２号集石５５１０１０６．４５１０．２１０安山岩Ｂ－２・Ⅳ石皿２５

磨面が明確２号集石１６１００７５１４．２９．４安山岩Ｂ－２・Ⅳ石皿２６

磨面が明確２号集石２８７８０．００４．９０９．４０１０．８０安山岩Ｂ－２・Ⅳ石皿２７
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　Ｃ・Ｄ－６・７区Ⅳ層で検出した集石遺構で，礫２５６点で構成する。２５６点の礫は，長径１４０�×

短径１００�程の浅い皿状の掘り込み遺構を中心に，３５０�×４５０�の広範囲に認められている。構成

礫は安山岩で，一部赤化していることから，被熱の可能性も考えられる。なお，掘り込み遺構では

炭化物が検出されている。
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　Ⅲ・Ⅳ層から出土したが，出土総数が少なく実測可能なものを全て掲載した。
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　２８の口唇部は，丸く収められ，口唇部直下から口縁部に横位の貝殻刺突線文が密に施文される。

なお，胎土には，角閃石の混入が目立つ。

　２９は，口唇部を欠き，２８より器壁は厚いが，他の特徴は共通する。なお，外面には，炭化物の付

着が確認できる。
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　３０は，大きく外反する口縁部で，外面の小粒の楕円押型は斜方向に回転施している。外面は，灰

黄色であるが，一部は茶褐色である。

　３１～３６は，山形押型文土器である。３２は，胴部片で，６，７条の押型施文具痕が観察でき，横あ

るいは斜方向に施されている。３６は，推定底径７．８�の底部片で，内面の一部は摩滅し，端部は外

へ丸く膨らんでいる。
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　３７の口縁部施文帯は，若干の膨らみを成し，狭い口唇部の平坦面には，連続した刻みが施される。

また，内面及び施文帯は，丁寧にナデられ，口唇部に平行する４条の浅い平行沈線文を施し，赤色

塗彩が認められる。

　３８の内面整形は，特に入念に行い，頸部屈曲部に６�程の刻目突帯文を巡らし，その下位には結

節縄文を施している。

　３７・３８とも胎土に角閃石を多量に含み，硬質な仕上がりを呈している。

　３９・４０には，施文が見られないことから，無施文土器ないしは粗製土器と見られる。

���������

　４１は，５．４�の復元径で，円盤状の粘土帯を貼り付け接地面を作り出している。なお，帰属の詳

細は明らかでない。

���������������������

　４２・４３共にⅣ層上面で出土し，いずれも類似し焼成・色調・胎土が観察でき，直接接合していな

いが同一固体の可能性が高い。２点とも天地は明らかでないが，中心部が中空の滑車形が想定でき

る。図示した４２の外径は８．０�程が復元され，上面の平坦面の外周端部と内側端部はヘラ状工具で
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備考注記
番号胎土

色調調整・文様
出土区・層型式図

番号
挿図
番号 内外内外

５２８・５２９長石，石英，黒雲母，角閃石，
砂礫にぶい黄にぶい黄ナデ貝押引（横）Ｃ－３・Ⅳ円筒形条痕文２８

２１

炭化物付着５２７・７７２長石，石英，角閃石，砂礫オリーブ黒オリーブ黒ナデ貝押引（横）Ｃ－３・Ⅳ円筒形条痕文２９

１０３６長石，石英，角閃石，砂礫浅黄灰黄丁寧なナデ楕円押型Ｃ－７・撹乱押型文３０

２１９長石，石英，赤色粒，砂礫にぶい黄にぶい黄橙丁寧なナデ山形押型１５Ｔ・Ⅳ押型文３１

９８７長石，石英，黒雲母，赤色粒，
砂礫にぶい黄褐明黄褐丁寧なナデ山形押型Ｃ－５・Ⅳ押型文３２

炭化物付着１０４２長石，石英，赤色粒，砂礫にぶい黄橙明黄褐ナデ山形押型Ｄ－７・Ⅳ押型文３３

９７長石，石英，黒雲母，砂礫にぶい黄褐にぶい黄橙ナデ山形押型１６Ｔ・Ⅳ押型文３４

炭化物付着１０２４長石，石英，黒雲母，砂礫オリーブ褐にぶい黄橙丁寧なナデ山形押型Ｂ－６・撹乱押型文３５

推定底径
７．８�３６９長石，石英，砂礫にぶい黄橙摩滅により不明山形押型Ｃ－６・Ⅳ押型文３６

朱塗り５６３長石，石英，黒雲母，砂礫黒褐にぶい黄丁寧なナデ刻目，刺突連点，
沈線Ｃ－３・Ⅳ平栫式３７

６３長石，角閃石，砂礫黒褐黄褐丁寧なナデ刻目突帯，縄文
施文Ｃ－３・Ⅳ平栫式３８

９８４長石，石英橙明黄褐ナデナデＣ－５・Ⅲ深鉢３９

６６４・６６５長石，石英，黒雲母，赤色粒明赤褐明赤褐ナデ丁寧なナデＣ－２・Ⅳ深鉢４０

推定底径
５．４�５６９長石明黄褐黄褐ナデナデＣ－３・Ⅳ中鉢４１
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斜めに浅く刻まれ，平坦面には外周に集約する弧状の複数の沈線文が浅く施されている。なお，

３．５�～４．０�程の器高（厚さ）が想定される。
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　Ⅲ層から１点，Ⅳ層から４４点，Ⅴ層から６点の，計５１点出土した。石鏃（未製品・欠損品を含

む）が２５点と最も多い。以下に，各器種の詳細を述べる。
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　形態からⅠ・Ⅱ類の二つに分類し，出土した全てを掲載した。
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　全体の形状が正三角形状（長幅比＝１．３：１未満とした）を呈するものである。

　４４～５３は，基部に抉りがみられるものである。中でも，４６～５３は抉りが深い。また，５２・５３は脚

部が幅広で鍬形を呈している。
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　全体の形状が二等辺三角形状（長幅比＝１．３：１以上とした）を呈するものである。先端は鋭く

作ったものが多い。

　５５は，中央部から基部にかけて欠損している。５６・５７は，抉りが深い。５４の頭部近くと基部近く

とは段となり，多角形状を呈する。
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　５９～６１，６５～６７は，欠損のため上記の分類に含めることができなかったもので，頭部を欠いたも

の，脚部を欠いたもの，脚部のみのものがある。６２～６４は，石鏃の未製品と考えられる。
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　先端部を，鋭く尖らせてあり，厚みのある形状から，孔をうがつためのものであると考えられる。
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　６９は，裏面からの連続した剥離によって，刃部が形成されている。使用によるものと思われる微

細な剥離が観察される。裏面に一部平坦な剥離が認められる。

　７０は，扁平な剥片の背腹両面に二次的な加工を施し，刃部を形成している。刃部のみ残った削器

の欠損品と思われる。

　７１は，背面に礫皮面を残す剥片を素材とし，両側縁に腹面からの急角度な二次加工を施し，刃部

を形成している。一部腹面への加工も認められるため，加工痕のある剥片とも考えられる。
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　７２，７３は，ともに厚手の剥片を素材としている。上下両端から使用により生じたと思われる背腹

両面への剥離が認められる。レンズ状を呈す厚手の剥片の上下端に，それぞれ対向する小剥離面が

認められることから楔形石器と判断した。
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　剥片の一部に二次加工が認められるが，器種認定が困難なものである。剥片の縁辺端部に剥離が

認められる。
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　剥片の縁辺に微細な剥離痕が認められるものである。８１は厚みのある比較的大型の縦長剥片の側

縁に微細な剥離痕が認められる。
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　８２は，Ｂ－４区から出土した黒曜石の剥片，８３は，Ｃ－４区から出土したチャートの剥片である。

一括として取り上げた。
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　８４の石核素材は，分割礫で，原礫は拳大程が復元される。最終剥離は礫面が自然全打面であるが，

それ以前の剥離作業は打面移動しながら先行した剥離面を打面としている。

　８５は，角礫から剥離された厚手の剥片を素材とし，作業面は背腹両面に設定されている。背面の

打面は単設，腹面の打面は上下の両設で，背面打面と腹面打面は９０°転移している。なお，背面打

面のパティナが進行する特徴が指摘できる。

　８６は，小型の円礫から剥離した厚手の剥片の腹面を作業面としている。９０°の打面転移が観察さ

れる。打面調整痕はみられない。

　８７は，分割礫の片方を素材とし，正面右端し（右側面上部の平坦面）に分割面が残されている。

したがって，分割面を打面とし，扇状の剥片剥離を先行した後，それぞれの剥離面を打面として，

現状の最終剥離に至ったと判断できる。

　８８も，分割礫素材と思われ，図示した正面の左側側面が，分割面に該当する。なお，最終剥離面

を正面に図示しているが，この最終剥離は，分割面からの作業放棄後の周縁からの求心状剥離に相

当する。
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　８９・９１は，磨石である。８９は，平面形態が不定形を呈して表・裏面に磨面をもつ。また被熱によ

り赤化している。９１は，平面形態が楕円形を呈して表・裏面に磨面をもつ。

　９０は，表面に凹みをもつ凹石である。周縁に敲打痕が認められる。

　９２は，表裏平坦面が磨石，側縁部が敲石に使用されている。

　９３は，小型の石皿，９４は，石皿片としたが，９３は，浅い窪み面を形成し，砥石の可能性もある。

９３は，表面の磨面が不明確である。９４は，表・裏面に明確な磨面をもつ。
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備考注記
番号

重量
（ｇ）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材出土区・層器種図

番号
挿図
番号

１０４４（０．３５）（０．３０）（１．２０）１．２５黒曜石（日東）Ｄ－６・Ⅳ石鏃４４

２４

３９２（１．１８）（０．６５）（１．６０）（２．００）頁岩Ｃ－７・Ⅳ石鏃４５
１９１０．５７０．２０１．６０１．８０ギョクズイＣ－６・Ⅳ石鏃４６
５０００．７４０．５０１．５０１．８０頁岩Ｃ－３・Ⅳ石鏃４７
２６２（０．６７）（０．４０）（１．４０）（１．６０）チャートＣ－７・Ⅳ石鏃４８
１０７１（０．８５）（０．５０）（１．５０）（１．７０）チャート１４Ｔ・Ⅳ石鏃４９
９９３（０．６１）（０．４０）（１．１５）（２．００）チャートＣ－５・Ⅳ石鏃５０
１０１６（１．２７）（０．５５）（１．６５）（２．３０）黒曜石（日東）Ｂ－６・Ⅳ石鏃５１
１１６５（１．００）（０．３５）（１．７０）（２．６５）ギョクズイＣ－４・Ⅳ石鏃５２
２３（１．０６）（０．４０）１．９０（１．７０）チャート１４Ｔ・Ⅳ石鏃５３
８７０．２７０．２０１．３０１．７０チャートＤ－５・Ⅳ石鏃５４
９７５（１．１１）（０．４０）（１．４０）（２．３５）頁岩Ｃ－４・Ⅳ石鏃５５
１１５４０．６４０．４０１．４０２．１２チャートＥ－５・Ⅳ石鏃５６
９４６（１．３３）（０．４７）（１．９０）（２．１０）黒曜石（五女木）Ｃ－５・Ⅳ石鏃５７
１１８８（１．０３）（０．５０）（１．３０）（２．１５）チャートＣ－３・Ⅳ石鏃５８
２２３（０．４２）（０．４０）（１．２０）（１．１５）黒曜石（桑ノ木津留）１５Ｔ・Ⅳ石鏃欠損品５９
１１４８（０．６４）（０．４０）（１．６５）（１．２５）黒曜石（日東）Ｅ－５・Ⅳ石鏃欠損品６０
１０３８（０．９４）（０．３５）（１．４０）（２．２０）チャートＤ－７・Ⅳ石鏃欠損品６１
６７（３．２７）（０．８５）（２．２０）（２．６５）黒曜石（日東）Ｂ－３・Ⅳ石鏃未製品６２

２５

一括（１．５９）（０．５０）（１．７０）（２．１０）黒曜石（日東）Ｃ－４・Ⅳ石鏃未製品６３
一括（２．９７）（０．８０）（１．８０）（２．３０）チャートＣ－５・Ⅳ石鏃未製品６４
２０４（０．４０）（０．２５）（１．１０）（１．２０）チャートＣ－７・Ⅳ石鏃欠損品６５
４４７（０．２１）（０．３０）（０．９０）（１．１５）チャートＣ－３・Ⅳ石鏃欠損品６６
１７１（０．３２）（０．２０）（０．６５）（１．６５）頁岩Ｃ－６・Ⅳ石鏃欠損品６７
１０２２．６８０．７０２．２０２．４０黒曜石（日東）Ｄ－５・Ⅳ石錐６８
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備考注記
番号

重量
（ｇ）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材出土区・層器種図

番号
挿図
番号

９７９（１０．４４）（１．１０）（３．１０）（２．９０）硬質頁岩Ｃ－５・Ⅴスクレイパー６９

２６

１０２６（３．１５）（０．３０）（４．３０）（３．００）頁岩Ｃ－６・Ⅴスクレイパー７０
１１３７（１．６５）（０．７０）（２．８０）（１．２０）黒曜石（桑ノ木津留）Ｂ－５・Ⅳスクレイパー７１
１１７６５．４７１．１０２．１０２．４０黒曜石（日東）Ｂ－３・Ⅳ楔形石器７２
１０３３（６．５９）（１．３０）（２．２０）（２．５０）黒曜石（日東）Ｃ－６・Ⅴ楔形石器７３
１１５６（１２．９５）（１．９０）（１．９０）（４．５０）黒曜石（日東）Ｅ－５・Ⅳ二次加工剥片７４
１１８５（８．４３）（１．４０）（４．００）（２．４０）黒曜石（桑ノ木津留）Ｃ－３・Ⅳ二次加工剥片７５
１１２７（２．３０）（０．７０）（１．８０）（２．４０）チャートＣ－５・Ⅳ二次加工剥片７６
９２８（３．２７）（０．７０）（２．４０）（２．２０）黒曜石（日東）Ｂ－３・Ⅴ二次加工剥片７７
１７６０．７８０．５０２．００１．２０タンパク石Ｃ－６・Ⅳ微細剥離剥片７８
６２３２．５５０．７０２．９０１．７０黒曜石（日東）Ｂ－３・Ⅳ微細剥離剥片７９
８３１３．６３０．８０２．１０２．７０黒曜石（日東）Ｂ－２・Ⅳ微細剥離剥片８０
５７９２１．２３１．７０４．３０４．６０黒曜石（日東）Ｂ－２・Ⅲ微細剥離剥片８１
一括１．５２０．５０２．４０１．９０黒曜石（日東）Ｂ－４・Ⅳ剥片８２
一括６．６１０．８０２．７０５．４０チャートＣ－４・Ⅳ剥片８３
４４４２９．６０３．３０３．８０２．７０黒曜石（日東）Ｃ－３・Ⅳ石核８４

２７

４５８３６．２４２．４０４．００４．４０黒曜石（日東）Ｃ－３・Ⅳ石核８５
３５３８．３９１．４０２．２０３．１０黒曜石（不明）１４Ｔ・Ⅴ石核８６
１１５７３７．１３２．５０４．４０４．４０黒曜石（日東）Ｅ－５・Ⅳ石核８７

５８・５０５６８．８０３．００６．００５．００黒曜石（日東）Ｃ－２・Ⅳ
Ｃ－３・Ⅳ石核８８
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備考注記
番号

重量
（ｇ）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材出土区・層器種図

番号
挿図
番号

２５２０７０．００７．８０１２．１０１５．８０安山岩１４Ｔ・Ⅳ磨石８９

２８

６５７１７０．００３．７０５．９０７．７０安山岩Ｂ－３・Ⅳ凹石９０

１０３２３８０．００３．９５７．５０１０．００安山岩Ｃ－６・Ⅴ磨石９１

７５７６４０．００３．５０９．２５１１．３０安山岩Ｂ－３・Ⅳ磨石・敲石９２

磨面が不明確９９６３９０．００２．２０９．５０１３．９０安山岩Ｃ－５・Ⅳ石皿９３

磨面が明確５９（３８０．００）（３．５０）（８．００）（１０．１０）安山岩Ｃ－３・Ⅳ石皿９４
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　古墳時代該当のⅡ層からは，土坑１基と地下式横穴墓１基の遺構を検出した。（第２９図）。
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　Ｃ－３区で検出された。

　Ｂ－２区で検出した地下式横穴墓の東側近

くにあり，袋状の形状や掘り込み等の構造が，

地下式横穴墓の竪穴の形状に類似することか

ら，発見時は２号地下式横穴墓２号として検

出に努めたが，羨道及び玄室等が付随しない

ことから，単体の土坑として取り扱った。

　土坑の掘り込み上面は径８０�，床面は径

１１０�，深さ８０�で，袋状を呈している。床

面はシラス層に掘り込まれる。
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　Ｂ－２区のⅡ層下面からⅢ層上面で検出し，主軸方向はＮ５０度Ｅ，竪穴部から玄室の最長部は

２４０�程となる。なお，Ⅲ層～Ⅴ層は成層として堆積が確認できるが，Ⅴ層直下はⅩⅣ層のシラス

層となり，床面が設置される。竪穴部は袋状の形状を成すが，玄室側では，ほぼ垂直に掘り込み，

その深さは１１０�で，短径５５�，長径１００�の，ほぼ楕円形を呈している。陥没した竪穴内に，安山

岩の扁平な板石が，陥没した状態で残されていることから，板石は，竪穴の上部の閉塞に使用した

したものと推測される。玄室との間は，幅５５�，奥行４０�，高さ５０�の羨道が設けられ，東側の玄

室へ続いている。玄室への取付きは平入で，玄室は，長径１８０�，奥行１００�，高さ６０�のほぼ楕円

形で，天井部は，ドーム状を呈している。竪穴内に土が充填し，人骨や副葬品等は確認できていな

い。
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Ⅴ 

ⅩⅣ 
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　Ⅱ層から溝状遺構と土坑が検出された。溝状遺構は，２条検出され，Ｂ・Ｃ－３・４区から検出

された遺構を１号，Ｃ・Ｄ－６・７区から検出された遺構を２号として調査を進めた。土坑は，Ｂ

－２区で１基検出された（第３２図）。
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　平面形は，長軸１００�×短軸６５�の楕円形

で，検出面からの深さは４５�である。

　床面に２５�×２０�の深さ２０�の円形をした

ピットがある。埋土は黒色シルト質土で，し

まりはなく柔らかい。
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　１号溝状遺構は，長さが約１１ｍ５０�，幅が約４０�～６０�，深さが約４０�である。ほぼ東西方向に

向かって検出されたが，調査区外へも延びると思われる。埋土は黒色シルト質土であった。

　２号溝状遺構は，Ｌ字状となるもので幅は約５０�，深さは約２０�～３０�である。南北方向に約５

ｍ，東西方向に約８ｍ検出された。
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　『日本城郭大系１８』（新人物往来社　１９７９）には，「陣ノ尾城　大口市大口牛山城の支城。城址が

ある」（Ｐ．５２４）と明記しているが，今回の発掘調査では本遺跡から城址と確認できる遺構・遺物

は発見されなかった。

　以下に今回の調査での成果についてまとめる。

　集石遺構が確認調査を含めて５基検出された。５基ともⅣ層上面で検出し，縄文時代早期の所産

と判断できる。

　１号集石遺構では確認できた礫が２０点と少なく，また，掘り込み遺構や被熱等の痕跡も確認でき

ないことから，この場での一時的機能を説明することは困難である。

　２号集石遺構も掘り込み遺構等は確認されていないが，最大の特徴は，構成礫に石皿片を多用し

ていることである。接合及び観察からは，５～６点以上の石皿が使用された可能性が高く，９点が

接合した石皿は８．４�に復元されている。

　３号集石遺構，４号集石遺構はそれぞれ３７点，５３点の礫が認められた。一部の礫には被熱による

と思われる赤化が認められた。石材は安山岩が多かった。

　唯一５号集石遺構が掘り込み遺構を伴い，掘り込み遺構からは炭化物も検出されることから，い

わゆる石蒸し的機能が想定可能な施設である。

　確認調査では下剥峯式土器，塞ノ神式土器，押型文土器が出土し，本調査では円筒形条痕文土器

押型文土器，平栫式土器，晩期土器が出土した。土器の出土総数は少なく，形態や文様による詳し

い分類等はできなかった。

　縄文時代早期の遺物包含層から耳栓状土製品が２点出土した。本県内における耳栓（土製耳飾

り）の出土は，本遺跡を含めて１０遺跡で４３個体と報告されている。

　２点の耳栓は，推定外径が８．０�と６．０�と比較的大型であり，平栫式土器の所産と見られる。な

お，南九州では，縄文時代早期後半（平栫式土器・塞ノ神Ａ式土器）に耳栓が存在することが知ら

れ，今回の２点もそれらを補完するものである。

　縄文時代早期の遺物包含層から石鏃・スクレイパーなどの剥片石器，磨石・石皿などの礫石器が

出土した。剥片石器の石材は，黒曜石及びチャートが多い。なお，黒曜石は日東産が主体となって

いる。

　本遺跡の地下式横穴墓は，竪穴上面を板石で閉塞するタイプで，既に，諏訪野地下式横穴墓群や

瀬ノ上地下式横穴墓群でその存在が知られており，改めて補完する発見となった。

　なお，諏訪野地下式横穴墓群や瀬ノ上地下式横穴墓群からは，鉄製の武器等が副葬されることが

知られているが，本例では確認されていない。

　本遺跡の地下式横穴墓については，出土品が確認できないことから明確に提示できないが，その

造営に関しては５世紀～８世紀とされている。また，これまでの知見では，玄室形状が家形で羨道

との取り付けが妻入りを成す構造が先行するとされ，本例のように玄室形状がドーム状で平入りの

構造は後出するとされている。このような視点で判断すると，本例は後出する新しい時期の所産と



－４２－

いえる。

　なお，大口市内では，これまでに１４基が確認されている。本遺跡の近隣に成就寺地下式横穴墓群

がある。昭和３１年２月に寺師見国氏により調査が行われ，２基の地下式横穴墓が発見された。２基

の玄室の面積はそれぞれ約１．６�と約１．３�であり，本遺跡の玄室は約１．８�で，大差はない。今後

は，本遺跡の地下式横穴墓と成就寺地下式横穴群との関連性について検討していく必要がある。

������

１　　　　　　　１９７９『日本城郭大系１８』［新人物往来社］

２　新東　晃一　２００６「九州の縄文時代の二つの耳飾り」『縄文の森から』第４号　鹿児島県立埋蔵文化財セン

ター

３　設楽　博己　１９９５「土製耳飾」『繩文文化の研究』９　雄山閣

４　中村　耕治　２００６「第４章　古墳時代　第３節　死語の世界」『先史・古代の鹿児島』通史編　鹿児島県教育

委員会

５　樋渡将太郎　２００１「薩摩（鹿児島県）の地下式横穴墓」『第４回九州前方後円墳研究会大会　九州の横穴墓と

地下式横穴墓』第Ⅱ分冊－資料編－　州前方後円墳研究会
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あとがき

　国道２６７号線道路改良事業に伴って実施した『陣之尾遺跡』発掘調査の報告書を刊行す

ることができました。

　「陣ノ尾城跡」として調査を行いましたが，残念ながら，今回の発掘調査区内からは，

城址と確認できる遺構も検出されず，遺物も出土しませんでした。陣之尾城については，

今後の研究に委ねたいと思います。

　しかし，舌状丘陵の南端といえば縄文人が好む場所。やはり，彼らは暮らしていました。

耳栓状土製品で身を飾りながら・・・・・。

　本報告書にまとめた発掘の成果の数々は，発掘作業・整理作業に携わってくださった

方々の努力と，鹿児島県土木部道路建設課をはじめ，多くの方々の協力によるものと感謝

しております。

陣之尾遺跡
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